
近畿本部経営工学部会 平成 28 年 2 月 定例部会および研修会議事録 

 

開催日時：平成 28 年（2016 年）2 月 21 日（土）13:30～17:00                

開催場所：公益社団法人日本技術士会 近畿本部会議室 

出 席 者：21 名 

司会進行：幹事 萩野新 

配布資料：①平成 28 年 2 月度定例部会（研修会）議事進行表、②例会出席表 

③研修会講演配布資料（徳永氏）、④「技術士を目指そう」実施報告書 

⑤ＣＰＤ行事参加票 

初参加者紹介：中邑氏、杉浦氏 

 

１．研修会        （13:30～16:00） 

（１）開会挨拶（間島部会長） 

最近のＩＴ企業盛衰などを例に、「決裁することの重要性」を示唆されるご挨拶

をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）講演 

講 演 者：徳永 浩二（とくなが こうじ）氏 

（徳永技術士事務所 所長、 技術士（経営工学部門）） 

テ ー マ：『ＱＭＳ審査員による有効性評価技術、及び、ＴＱＭ学びのおさらい』 

講演概要：経営工学は、様々な分野での活用が期待されている。経営工学の手法を

活用することで、課題をあぶり出し、現場の改善に有効である為である。

今回の講演では、演者が経営工学の手法を活用することで、体験し成果を

上げた事柄について、わかりやすく解説した。経営工学を、これから学ぼ

うとする人にも、わかり易く説明した。演題に掲げた、ＴＱＭへ導きなが

ら、『学びのおさらい』と銘打って、様々な分野の方に、経営工学を解説

できるためのディスカションの場として、聴講者である経営工学のプロの

参画をえて、説明いただいた。 

演題にある、もうひとつのキーワードの『ＱＭＳ審査員による有効性評

価技術』についても、演者が体験的に学習した中から、様々な分野の模擬

審査事例等を引用しながら、経営工学の知識を活用することが求められ

ている、審査実務の中での有効性評価技術や検証ノウハウについても触

れた。 

 

 

 

 



２．定例部会                            （16:10～17:00） 

（１）技術士会／近畿本部および経営工学部会の活動実績の説明 

  ①「創作事例から学ぶ技術者倫理の実学」ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ １２月２６日（土） 

②近畿本部 賀詞交換会              １月０９日（土）  

③近畿本部合同部会研修ｾﾐﾅｰ             １月１６日（土）  

④第９回災害対策ｾﾐﾅｰ                １月２２日（金）  

⑤「技術士を目指そうｉｎ大阪」           １月３０日（土）  

⑥地域「産官学」と技術士の合同セミナー       ２月０６日（土） 

  

（２）経営工学部会の活動予定の説明 

①第一次試験合格者の祝賀会        ２月２７日（土）ＰＭ大阪科学技術Ｃ 

②第二次試験合格者の祝賀会        ４月０９日（土）ＰＭ 同上 

③経営工学部会４月度「部会＋総会＋研修会」４月１６日（土）１３：３０～ 

近畿本部会議室 

  演題：（仮）「インダストリー４.０について」 演者：柏原技術士 

④業務研究会との宿泊見学会        ６月１０日（金）～１１日（土） 

   ダイキン工業(株)滋賀事業所、(株)ナガセインテグレックスを予定 

⑤経営工学部会 ６月度「部会＋研修会」  ６月１８日（土） １３：３０～ 

 近畿本部会議室 

 

（３）自由発言・幹事会報告 

間島部会長より、次の報告・依頼があった。 

① 国企業へのアドバイザー登録の件 

詳細を知りたい方は、間島部会長へメールにて相談下さい（２月末までに） 

②近畿本部／協賛団体への活動委員募集の件 

応募者は間島部会長へメールにて連絡下さい（２月末までに） 

③技術士の活性化に関する取組み事例発表の件 

候補者は間島部会長までメール下さい（２／２９締め切り） 

④技術士」入会のメリットに関するご意見収集の件 

ご意見を間島部会長までメールにて連絡下さい（随時にてＯＫ） 

◆間島部会長のメール：「maji-k122@lemon.plala.or.jp」 

 

（４）閉会の挨拶 

徳永担当幹事より、技術士である立場や出来ることをしっかりと考える「自分の

意識」が大切である、との旨の挨拶をいただいた。 

 

以上（文責：萩野新） 


